店舗等内部のユニバーサルデザイン整備
ガイドライン（概要）

○　本ガイドラインは、条例の対象としていない店舗等内部における整備の考え方を中心に、必要な配慮や工夫を３つのポイントとしてまとめています。

○　施設の所有者、管理者、設計者が、高齢者、障害者、子供、外国人、妊産婦、傷病者等、すべての利用者を歓迎する意識を持ち、法令や条例に定める基準に加えて、それぞれの施設に応じた創意・工夫を行い、安全、安心、快適に利用できる施設整備を進めることが重要です。
	Step
１
	だれもが店内に入ることができる。

	
	店舗等の出入口の整備は、条例により、施設の新設又は改修の際は遵守義務であるが、既存の施設は努力義務となっている。ユニバーサルデザインの視点に立った施設整備を進めるためには、既存の施設においても、様々な利用者が店内に入ることができるような配慮や工夫に努める必要がある。



	Step
２
	だれもが施設の利用（来店）目的を達成することができる。

	
	ユニバーサルデザインの視点に立った施設整備の目的は、すべての人がその施設を訪れた目的を達成することができることにある。規模や状況により店舗等のすべての場所を利用できるように整備することが困難な場合は、店内の一部分だけでも利用可能なように整備をし、人的対応などのソフト対応も併せて、店舗側の歓迎の姿勢を伝えることが重要である。



	Step
３
	だれもがよりわかりやすく、円滑に施設を利用できる。

	
	案内標示、トイレ、エレベーターなどの整備は条例に定める整備基準があるが、様々な人の利用を考慮して、それぞれの施設の目的や状況に応じて、さらにわかりやすく、使いやすくする工夫が必要である。



１　だれもが店内に安全に入ることができるようにする（Ｐ４）
(1) 店舗の出入口に段差を設けない。段差があるときは傾斜路を設ける。既存施設などで段差の解消が構造上不可能な場合は、次善の策として、必要な時に使えるスロープ板を用意しておく。
(2) 出入口は、車いす使用者が出入りできる幅を確保する。
(3) 高齢者、弱視者等も安心して移動できるよう、段差が残る場所では、段鼻（段の先端）に色をつけるなど、目立つようにする。

１　店内の段差をなくす（Step１「店舗等の出入口」に準じて整備を行う。）（Ｐ５）
(1) すべての人が原則として単独で店内を移動できるよう、店内に段差を設けない。
２　通路幅を広くとる（Ｐ７）
(1) 店内の通路は、車いす使用者やベビーカー使用者等が、テーブルや目的の棚まで行けるような幅員を確保する。

(2) 小規模な店舗等で通路幅を広く確保することが難しい場合でも、飲食店の場合は最低でも１か所のテーブルまで、客が単独で行けるようにする。

(3) 車いす使用者が転回できる場所を、店内に１か所以上確保する。

(4) 商品やポップ（値札など）が通路にはみ出して通路幅を狭めないようにする。

３　危険・不安をなくす（Ｐ９）
(1) 子供の目の高さに危険な出っ張りをつくらない。

(2) 聴覚障害者の安全のために、仕切られた席やトイレなどの空間に、緊急時に光るフラッシュランプ（点滅灯）などを設置する。
４　会計を円滑にできるようにする（Ｐ１０）
(1) 客と店員が円滑にお金や商品のやりとりや会話ができるレジカウンターの高さ及び車いす使用者やベビーカー使用者等が使えるレジの通路幅を確保する。

(2) レジは、客側からも金額を確認できるようにする。

(3) 手荷物や杖を置いて財布の出し入れができるように、レジ前に荷物や杖を一時的に置ける台などを設置する。

１　飲食店での配慮（テーブル配置）（Ｐ１１）
(1) 車いす使用者が車いすのまま席につけるように、固定していないいすで、一般的な高さのテーブル席・カウンター席を用意する。本人が席を選べることが望ましい。

(2) 間仕切りは、可動式とする。

(3) 聴覚障害者や視覚障害者等が注文しやすい、写真メニュー、タッチパネル、点字メニューなどの工夫をする。

２　物販店での配慮（Ｐ１４）
(1) 商品棚は、車いす使用者の視線でも選びやすく、商品を整理して陳列するなど、できるだけ手が届きやすい工夫をする。

(2) 客へのお知らせは、音声情報と視覚情報との両方で伝える工夫をする。

(3) 小規模店舗では、出入口とショーケースやレジの間に、車いす使用者やベビーカー使用者が店内に入れるスペースを確保する。

３　窓口サービスが主体の店舗での配慮（Ｐ１６）
(1) 対面式で座って対応できるカウンターを、わかりやすい位置に設置する。

(2) 車いす使用者や高齢者が座って使える、高さの異なる記帳台や窓口などを設置する。

(3) 順番呼び出しや情報を提供する時には、音声情報と視覚情報との両方で伝えるようにする。

(4) 対応中も子供が待てたり、ベビーカーをそばに置けるスペースを確保する。

４　理容・美容室などでの配慮（Ｐ１９）
(1) 車いす使用者等が、席の移乗の負担が少なく、利用しやすい調髪台などを工夫する。

５　診療所での配慮（Ｐ２０）
(1) 出入口から診察室などまで段差を設けず、車いす使用者等がそのままで円滑に移動できるようにする。
(2) 入口で靴をぬぐ場合には、手すりを設ける。また、履き替える時に座れるいすがあると便利である。

(3) 診察室などの番号や名札は大きくし、わかりやすいように工夫をする。

１　文字の書体・色、表示位置、ピクトグラム（図記号）の活用による表示のわかりやすさ（Ｐ２１）
(1) 文字の書体はゴシック体を基本とし、大きな文字で案内やサインを表示する。

(2) 文字等の色と背景色は明度差を大きくするなど、色を使うときは、文字の配色（カラーユニバーサルデザイン）に配慮する。
(3) 遠くから見える高い位置と、近づいて見える目の高さ、低い視線でもわかりやすい床面の表示などを併用する。

(4) ピクトグラム（図記号）と文字表記を併用し、わかりやすい表示を工夫する。

(5) 英語のみ（Cash、Women/Menなど）の表記は避ける。
２　色相、明度、照明による空間のわかりやすさ（Ｐ２３）
(1) 主要な通路、案内所、テーブルの番号、段差や危険がある場所は、明るく、目立つようにする。

(2) 通路の床面に色や素材を変えたリーディングライン（移動経路を示す床の表示）を設け、歩行者の移動経路を明確にする。

１　トイレの工夫（Ｐ２５）
(1) 可能な限り広いトイレを確保し、荷物や杖を置く棚やフックなどをつける。

(2) トイレの操作ボタンは、ＪＩＳ Ｓ ００２６の操作部の配置ルールに従って設置する。
(3) ベビーチェア、おむつ交換ベッドは、男女の両トイレに設置する。また、これらの使い方などの説明をわかりやすく表示する。
２　使いやすいエレベーター（Ｐ２８）
(1) エレベーター自体を見つけやすくする。

(2) エレベーター内のサインをわかりやすくする。

(3) ボタンが大きく、わかりやすいものとする。

(4) 扉にガラス窓を設け、エレベーターの中が見えるようにする。

(5) 音声による案内をつける。

(6) モニターカメラを設置する。

３　階段（Ｐ３０）
(1) 段鼻を目立つようにする。

４　出入口の工夫（Ｐ３０）
(1) どんな物が売られているのか、何を扱っているのかなど、店舗の内部の様子が外からわかるような工夫をする。

(2) 入口に電話番号、メールアドレスなどを表示しておくと、車いす使用者等が入りにくい時に、電話で対応を求めることもできる。

(3) だれでもトイレや筆談器の設置、手話通訳ができる店員がいるなどの対応ができることを、入口などにわかりやすく表示する。
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Step１　店舗等の出入口（Ｐ４）





Step２－１　店舗等内部の共通の配慮（Ｐ５）





Step２－２　いろいろな種類別店舗等内部の配慮（Ｐ１１）








Step３－２　さらに加えるべき配慮（Ｐ２５）








Step３－１　案内標示、照明の配慮（Ｐ２１）
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